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表I-1 産業調整援助3法の内容比較
特安法 産構法 円滑化法














計画 事業転換その他の措置 化、事業転換その他 多角化、製品開発等
（事業提携計画） （事業提携計画）
生産・販売集約化等 同 左
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たことが、設備処理を対策の中心に置くことになった。
図2-1 段ボール原紙における需給ギャップト







































































表 町－ 1 特定法指定業種の運用状況
業 種 指示 目標 達成率 企業数 稼働率（%）
ナイロン観長短テ組輔ル雑短維長蝿描雑維
。 20% 98% 6→6 79→89 
アクリル 20% 113% 6→6 80→93 
アルミ精 × 57% 97% 7→5 73→59 
ポリエス § 20% 90% 7→7 77→95 尿ポ素リエス 13% 81% 8→9 77→85 45% 93% 12→8 50→57 
フェロシリコン × 20% 100% 16→10 55→64 
段推造平綿埠ア電紡式船ボ毛ン燐炉モ酸ニル原ア紙
。 26% 100% 18→14 62→62 
× 20% 92% 21→16 58→64 
× 35% 105% 61→44 51→79 
× 14% 95% 69→58 68→80 
。 15% 94% 84→77 63→69 
10% 96% 142→109 64→83 
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表 N-1 特定法指定業種の運用状況
業 種 継続 f旨不 目標 達成率 企業数 稼働率（%）
フェロニ楕ルス〆ン長競開テオッ融輯ケキルサ維薩短ル輔イ
× × 12% 94% 4→4 72→80 
アルミ 。 × 79% 110% 5→3 37→35 
エチレ ド × × 27% 61% 5→6 66→80 
ナイロ § × 6→6 86→88 アクリ × 6→6 91→90 ポリエ 維 × 7→7 92→91 
スチレン × × 26% 73% 8→8 87→100 
尿ポ素灰リエステル長繊維
。 × 36% 103% 8→5 44→58 
× 8→8 80→78 
高ピ 素フエ短ロ繊クロム × × 10% 241% 8→8 60→50 
スコース 維 × × 15% 145% 9→8 88→84 
溶性りん肥 × × 32% 88% 9→8 56→54 
フエロシ酸リコン § × 14% 230% 10→7 44→41 湿式りん × 17% 112% 12→9 70→74 アンモニア × 20% 170% 14→10 63→80 
エチ質ピレン × 
。 36% 88% 14→1 63→93 
× × 18% 100% 17→15 62→77 
硬塩ポリ塩樹オ脂ピレ管フイ ン × § 24% 92% 17→15 69→92 × 22% 94% 20→20 74→98 セメント × 23% 103% 22→22 74→69 
化段電洋線紙成ポ炉肥ー料ケープル
× × 14% 100% 48→47 70→85 
× 。 13% 109% 49→48 71→71 。 × 14% 63% 57→54 81→80 
× 。 11% 94% 60→59 77→91 
ル原紙 。 20% 55% 77→64 63→86 
出所）三菱総合研究所前掲書。
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